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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前方に光を射出するＬＥＤと、
　ＬＥＤに前側から接近することで当該ＬＥＤと互いの軸線を一致させて係合する光学ユ
ニットと、
　光学ユニット、ＬＥＤ及びＬＥＤの裏面に密着させる熱伝導部材をこの順で内部に挿入
するための開口を、後端面に有する筒状の第１筐体要素と、
　第１筐体要素の開口近傍に係合し、当該第１筐体要素に挿入された光学ユニット、ＬＥ
Ｄ及び熱伝導部材の抜け落ちを防止する脱落防止部材と、
　第１筐体要素の所定位置に取り付けられて前記開口を閉塞し、当該第１筐体要素ととも
にケーシングを形成する第２筐体要素と、
　第２筐体要素に設けた前方に突出する突出部材とを備えてなり、
　前記所定位置において、突出部材が熱伝導部材を介してＬＥＤの裏面を押圧し、光学ユ
ニットとＬＥＤとを係合させてそれらの軸線を一致させるように構成している光照射装置
。
【請求項２】
　光学ユニットが、前記第１筐体要素に、径方向にはほぼがた無く嵌入するものであり、
　熱伝導部材が、前記第１筐体要素に、径方向にはほぼがた無く嵌入する環状の支持部材
に保持され、その支持部材とともに、当該第１筐体要素に挿入されるものである請求項１
記載の光照射装置。
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【請求項３】
　第２筐体要素が、第１筐体要素に軸線方向に沿ってスライド嵌合するものであり、その
第２筐体要素に、ＬＥＤへの電力供給用のコネクタを取り付けている請求項１又は２記載
の光照射装置。
【請求項４】
　第２筐体要素が、第１筐体要素にスライドして外嵌する筒状をなす側周壁と、その側周
壁の後端面を閉塞する底壁とを備えたものであり、その底壁を貫通するケーブル連通路を
設けるとともに、そのケーブル連通路の後端開口を塞ぐようにコネクタを取り付け、コネ
クタとＬＥＤとを、ケーブル連通路を挿通するケーブルによって接続するようにしている
請求項１、２又は３記載の光照射装置。
【請求項５】
　第２筐体要素が、第１筐体要素をガタなくスライド挿入させる小径室と、その小径室に
軸線方向に連続して設けた大径室とを備え、第１筐体要素が、前記スライド挿入方向とは
逆側の端部に鍔部を有し、その鍔部が前記所定位置において、第２筐体要素の大径室と小
径室との間の段部に干渉し、それ以上のスライド挿入を抑止するように構成している請求
項１、２、３又は４記載の光照射装置。
【請求項６】
　前記第２筐体要素が、第１筐体要素よりも前方に延伸してその前端部においてレンズを
保持している請求項１、２、３、４又は５記載の光照射装置。
【請求項７】
　ＬＥＤが連続して２００ｍＡ以上の電流を流すことが可能なパワーＬＥＤである請求項
１、２、３、４、５又は６記載の光照射装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、工場等において光を照射して製品の外観や傷の検査等に用いられる光照射装
置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近時、この種の製品検査用の光照射装置において、光源にパワーＬＥＤと称される超高
輝度タイプのＬＥＤが使用されつつある。このパワーＬＥＤを用いれば、多数のＬＥＤを
用いることなく、単体で十分な照度を得られ、多数のＬＥＤを用いるのに比して、光学系
を単純化でき、シンプルな構造にすることが可能になる。
【０００３】
　そして、かかるパワーＬＥＤを用いた光照射装置として、先に本願出願人は、特許文献
１に示すようなものを発明している。
【０００４】
　この光照射装置は、ケーシングを、カップ状をなす後側筐体要素及び前側筐体要素に分
離するとともに、これらを互いの軸線を一致させて螺合結合できるようにし、その結合過
程で、内部に収容したＬＥＤ及び光学系を、それらの軸線を合致させつつ前後からＯリン
グ等の弾性部材を介在させて狭圧するような構造にしたものであり、簡単に位置精度よく
組み立てられて、しかもＬＥＤにケーシングを密着させて放熱をも効率的に行えるように
した画期的なものである。
【特許文献１】特開２００４－１１１３７７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、上述の光照射装置で、ＬＥＤや光学系を筐体要素に入れるときには、熱伝導
のためにケーシングとＬＥＤの裏面との間に介在する熱伝導部材を入れ、その後、ＬＥＤ
、光学系の順で積み上げるように挿入している。そして最後に他方の筐体要素を結合する
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わけであるが、熱伝導部材とＬＥＤとは互いに面積の小さな部品であり、これらを光学ユ
ニットに先立って中に入れてしまうために、位置合わせが難しいうえ、よしんば位置ずれ
が起こってもわかりにくく、それを検証できないまま、製品化されることもあり得る。
【０００６】
　また、筐体要素同士を回転させて結合するようにしているため、電力供給用のコネクタ
が装着される筐体要素に、ＬＥＤを予め収容するようにしている。他方の筐体要素にＬＥ
Ｄを収容すると、筐体要素同士の結合の過程で、コネクタとＬＥＤと間のケーブルがねじ
れて断線が生じるなど、種々の不具合が考えられることからではあるが、同一の筐体要素
にコネクタとＬＥＤとが保持されるには、配線作業上、あまり好ましいものではない。
【０００７】
　また筐体要素同士を螺合するため、極端に言えば、回しすぎによって筐体要素同士が近
接しすぎ、また同時に回転によって剪断力も作用することから、Ｏリングに過負荷が作用
して千切れたり、逆に回し足りないために、筐体要素同士の十分な結合が図れなかったり
するなど、大量に生産する場合には、品質管理が難しいという問題点もある。
【０００８】
　さらに、光学ユニットの大きさ、ＬＥＤの大きさ（特に、高さ）および加工精度などは
誤差範囲内ではあるが、実際の製造過程に影響を及ぼす場合があるため、ＬＥＤや光学系
などを積み上げるようにした構成の光照射装置では、各部材の累積誤差が生じ（大きくな
り）、各光照射装置間相互で押圧力が相違してしまう。この各光照射装置間での押圧力の
バラつきにより、品質の安定した光照射装置を提供することが困難な場合が生じるという
問題点もある。
【０００９】
　そこで本発明は、上述した問題点を解決すべくなされたものであって、第１筐体要素及
び第２筐体要素を結合しケーシングを形成する際に同時に、内部に収容したＬＥＤ及び光
学系の位置決めもしてしまう構造の光照射装置において、組み立て関連作業のさらなる円
滑化と、製品としての品質の安定化を図ることをその主たる所期課題としたものである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　すなわち本発明に係る光照射装置は、前方に光を射出するＬＥＤと、ＬＥＤに前側から
接近することで当該ＬＥＤと互いの軸線を一致させて係合する光学ユニットと、光学ユニ
ット、ＬＥＤ及びＬＥＤの裏面に密着させる熱伝導部材をこの順で内部に挿入するための
開口を、後端面に有する筒状の第１筐体要素と、第１筐体要素の開口近傍に係合し、当該
第１筐体要素に挿入された光学ユニット、ＬＥＤ及び熱伝導部材の抜け落ちを防止する脱
落防止部材と、第１筐体要素の所定位置に取り付けられて前記開口を閉塞し、当該第１筐
体要素とともにケーシングを形成する第２筐体要素と、第２筐体要素に設けた前方に突出
する突出部材とを備えてなり、前記所定位置において、前記開口を挿通した突出部材が、
熱伝導部材を介してＬＥＤの裏面を押圧し、光学ユニットとＬＥＤとを係合させてそれら
の軸線を一致させるように構成しているものである。
【００１１】
　このようなものであれば、光学ユニットを挿入した後に、小さな部品であるＬＥＤ及び
熱伝導部材を入れることになるため、組み立てやすく、またＬＥＤに対して熱伝導部材が
正しく設置されているかどうかを、筐体要素同士の結合直前まで確認しながら作業するこ
とができる。
【００１２】
　また脱落防止部材があるために、第１筐体要素と第２筐体要素との結合時などにおける
光学系部品の不測の脱落がなく、この点でも組み立てを容易化できる。
【００１３】
　さらに、第２筐体要素を、第１筐体要素の所定位置に取り付けるようにし、それらの結
合時における相対位置関係が組み立て者によらず、画一的に定まるようにしているため、
例えばＯリング等を内蔵させた場合でも、装置ごとにＯリングの変形度合いに違いのない
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、安定した品質の光照射装置を提供できる。
【００１４】
　ＬＥＤの径方向へのずれを防止する一実施態様としては、光学ユニットを、前記第１筐
体要素に、径方向にはほぼがた無く嵌入するものにすればよい。このことにより、ＬＥＤ
が光学ユニットに係合して必然的にＬＥＤの径方向の位置が確定する。またこのような構
成の下では、熱伝導部材が、前記第１筐体要素に、径方向にはほぼがた無く嵌入する環状
の支持部材に保持され、その支持部材とともに、当該第１筐体要素に挿入されるものであ
ることが望ましい。このようにすれば、熱伝導部材も径方向にずれることはなく、確実に
ＬＥＤの裏面に接触させることができる。
【００１５】
　組み立て時やメンテナンス時の配線作業の容易化を図るには、第２筐体要素が、第１筐
体要素に軸線方向に沿ってスライド嵌合するものであり、その第２筐体要素に、ＬＥＤへ
の電力供給用のコネクタを取り付けているものが望ましい。
【００１６】
　より具体的には、第２筐体要素が、第１筐体要素にスライドして外嵌する筒状をなす側
周壁と、その側周壁の後端面を閉塞する底壁とを備えたものであり、その底壁を貫通する
ケーブル連通路を設けるとともに、そのケーブル連通路の後端開口を塞ぐようにコネクタ
を取り付け、コネクタとＬＥＤとを、ケーブル連通路を挿通するケーブルによって接続す
るようにしているものを挙げることができる。
【００１７】
　簡単な構成で、確実に第２筐体要素の第１筐体要素に対する取り付け位置を前記所定位
置に設定できるようにするには、第２筐体要素が、第１筐体要素をガタなくスライド挿入
させる小径室と、その小径室に軸線方向に連続して設けた大径室とを備え、第１筐体要素
が、前記スライド挿入方向とは逆側の端部に鍔部を有し、その鍔部が前記所定位置におい
て、第２筐体要素の大径室と小径室との間の段部に干渉し、それ以上のスライド挿入を抑
止するように構成しているものが好適である。
【００１８】
　大光量スポット照明に好適な本発明の具体的実施態様としては、前記第２筐体要素が、
第１筐体要素よりも前方に延伸してその前端部においてレンズを保持しているものが挙げ
られる。
【００１９】
　本発明の効果が特に顕著となる具体的実施態様としては、前記ＬＥＤが連続して２００
ｍＡ以上の電流を流すことが可能なパワーＬＥＤを挙げることができる。
【００２０】
　なお、本明細書でのＬＥＤとは、ＰＮ接合半導体であり、実際に発光する部材であるＬ
ＥＤ素子、そのＬＥＤ素子が搭載されているベース、ＬＥＤ素子を覆うモールド部材、プ
リント基板等への接続のためのリード線等を備えたいわゆるＬＥＤパッケージと言われる
もののことである。
【発明の効果】
【００２１】
　このような構成の本発明によれば、第１筐体要素及び第２筐体要素を結合する際に同時
に、内部に収容したＬＥＤ及び光学系の位置決めもしてしまう構造の光照射装置において
、組み立て作業のさらなる容易化と、品質の安定化を図ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態における光照射装置を示す全体斜視図。
【図２】同実施形態における光照射装置を示す側面図。
【図３】同実施形態における光照射装置の内部構造を示す縦断面図。
【図４】同実施形態における光照射装置の分解斜視図。
【図５】同実施形態における光照射装置のライトガイドを示す側面図。
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【図６】同実施形態におけるＬＥＤ及び基板を示す側面図。
【図７】同実施形態における光学ユニットを示す側面図。
【符号の説明】
【００２３】
１・・・光照射装置、２・・・第１筐体要素、２２・・・鍔部、３・・・第２筐体要素、
３１・・・側周壁、３２・・・底壁、３ａ・・・小径室、３ｂ・・・大径室、３２ａ・・
・ケーブル連通路、４・・・光学ユニット、５・・・ＬＥＤ、７・・・支持部材、８・・
・レンズ、１０・・・突出部材、Ｓ・・・熱伝導部材（スペーサ）、Ｄ・・・開口、Ｒ・
・・脱落防止部材（スナップリング）、ＣＳ・・・ケーシング、ＣＮ・・・コネクタ、Ｃ
Ａ・・・ケーブル。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下に本発明の一実施形態について図面を参照して説明する。
【００２５】
　本実施形態にかかる光照射装置１は、図１～図４に示すように、前方に光を射出する単
体のＬＥＤ５と、そのＬＥＤ５に前側からスライド接近させることで軸線を一致させて係
合する光学ユニット４と、その光学ユニット４のさらに前方に配置される柱状ライトガイ
ド９と、そのライトガイド９のさらに前方に配置されるレンズ８と、これらＬＥＤ５、光
学ユニット４、ライトガイド９及びレンズ８を保持するケーシングＣＳとを備えている。
【００２６】
　なお、以下の説明では、便宜上、光の進行方向を前方向、逆を後方向としているが、こ
の方向は、光照射装置１の設置姿勢によって変動するのは言うまでもない。
【００２７】
　各部を説明すると、ＬＥＤ５は、図６に詳細に示すように、金属製（例えば銅製）の良
好な熱伝導体であるベース５１と、そのベース５１上にダイボンディング等により固定さ
れたＬＥＤ素子５２と、前記ベース５１に外嵌してこれを支持する樹脂フレーム５６と、
ＬＥＤ素子５２のカソード側電極及びアノード側電極に接続される２本のリード線５３ａ
、５３ｂと、ＬＥＤ素子５２等を密封保護するための透明性を有する材料（エポキシやシ
リコーン等のプラスチック、エラストマー、あるいはガラス等）でなる樹脂モールド部５
４とからなるパッケージ化されたもので、連続して２００～３００ｍＡ以上の電流を流す
ことが可能ないわゆるパワーＬＥＤと称されるものである。
【００２８】
　そして中心孔６ａの開いた円環状をなすプリント配線基板６に、このＬＥＤ５を、ベー
ス５１の裏面が中心孔６ａから露出するように取り付けている。
【００２９】
　光学ユニット４は、図７に詳細を示すように、基端から先端に向かうに連れ、徐々に断
面積が拡がるように形成した回転体形状をなす中実透明のボディ４１と、そのボディ４１
の先端部外周縁に設けた鍔部４６とを一体成型した透明樹脂製のものである。
【００３０】
　このボディ４１の基端面には、凹部４２を開口させている。この凹部４２は、前記モー
ルド部５４の外周にがたなく外嵌して、この光学ユニット４とＬＥＤ５との軸線を合致さ
せる。また、この凹部４２の底面４２ａは、基端側に向かって膨らませた凸レンズ形状に
してある。一方、前記ボディ４１の先端面には、その中央部を膨出させることにより中央
凸レンズ部４３が形成してあり、この中央凸レンズ部４３の周囲には、それとは異なる曲
率のリング状凸レンズ部４４が形成してある。さらに前記ボディ４１の側面には、断面輪
郭が放物線をなすように形成した反射要素である湾曲膨出面４５が設けてある。
【００３１】
　そして同図（この図ではＬＥＤは省略してある）に示すように、前記ＬＥＤ５から射出
された光のうち、凹部４２の側面４２ｂを通過した略全ての光が、前記湾曲膨出面４５に
到達し、そこで全反射されて前記リング状凸レンズ部４４を介し、軸線に向かって互いに
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相寄る向きの光として外部に放射されるようにしてある。また一方で、前記ＬＥＤ５から
射出された光のうち、凹部４２の底面４２ａを屈折して通過した略全ての光が、前記中央
凸レンズ部４３を介し、やはり軸線に向かって互いに相寄る向きの光として外部に放射さ
れるように構成してある。なお、これら各凸レンズ部４３、４４から出る光の集光位置は
、略同一位置となるようにしてある。
【００３２】
　第２光学ユニットとも言うべき柱状ライトガイド９は、図５に示すように、先端側（前
側）に設けた一定径の円柱部９１とその円柱部９１の基端から徐々に径を大きくして拡が
る部分円錐状をなす拡開部９２とを有するもので、拡開部９２の端面９ａは凹面形状に湾
曲させてある。このライトガイド９は、その軸線を光学ユニット４の軸線と合致させ、な
おかつその端面９ａを光学ユニット４からでた光の集光位置にほぼ合致させるように配置
される。そして光学ユニット４からでた光のほぼ全てを、基端面９ａから内部に導入する
。内部に導入された光は、直進したり側周面で内向きに全反射したりしながら混合して先
端面９ｂの全面からムラのない光として前方に射出される。また、この端面９ａ（光導入
面９ａ）の中央部には拡散処理が施してあるため、光学ユニット４の屈折要素４２ａ、４
３を通過した結像性を有する光のみを効果的に拡散して光量ロスを最小限にしつつ光量ム
ラをさらに減じることができる。
【００３３】
　第３光学ユニットとも言うべきレンズ８は、集光レンズであって凸レンズでもよいが、
この実施形態では、図３等に示すように、軽量コンパクト化を図る意味で、フレネルレン
ズを用いている。このフレネルレンズ８も、その軸線を前記軸線Ｃに合致させて配置され
、ライトガイド９から射出された光を内向き（軸線向き）に屈折させて外部にスポット光
として射出する。
【００３４】
　これらＬＥＤ５及び光学系部材４、８、９は、ケーシングＣＳに支持されて一体構造を
なす。
【００３５】
　しかして、本実施形態におけるケーシングＣＳは、図３に示すように、概略円筒状をな
す第１筐体要素２と、その第１筐体要素２にガタなく外嵌する第２筐体要素３を結合して
なるものである。
【００３６】
　第１筐体要素２は、図３、図４に示すように、中心を軸線方向に貫通する貫通孔を有す
るもので、その貫通孔は、基端部（後端部）に形成した大径部２１ａと、その大径部２１
ａの先端から段差をもって形成した中間径部２１ｂと、その中間孔部２１ｂの先端から形
成した小径部２１ｃとからなる。
【００３７】
　大径部２１ａは、光学ユニット４、ＬＥＤ５等を収容する空間であり、その内径を、前
記光学ユニット４の鍔部４６の外周径と略同一径に設定して、光学ユニット４を径方向に
ほぼがたなく嵌入させ得るように構成している。また、この大径部２１ａの内側周面にお
ける基端部には、周回する溝Ｍが設けてあって、基端（後端）開口Ｄから光学ユニット４
、ＬＥＤ５等を順に挿入した後、この溝Ｍに脱落防止部材であるスナップリングＲ（Ｃリ
ングやＥリング等）を嵌め込むことにより、光学ユニット４、ＬＥＤ５等を、若干軸線方
向に移動可能ではあるものの、抜脱不能にこの大径部２１ａに保持させるようにしている
。
【００３８】
　なお、このとき同時に大径部２１ａに収容されてスナップリングＲにより保持されるも
のとしては、光学ユニット鍔部４１ａの前面と大径部２１ａの先端後向き面との間に介在
するＯリングＯや、ＬＥＤ５の裏面に密接させる窒化アルミニウム等の高熱伝導性部材を
用いた絶縁スペーサＳ、中央に前記絶縁スペーサＳをがたなく嵌め込むための凹陥部７ａ
を有した円環状の支持部材７がある。この支持部材７は、大径部２１ａに径方向にガタな
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く嵌り込む。また、この大径部２１ａを形成する側周壁には、ＬＥＤ５に接続すべきケー
ブルＣＡを挿通させるための切り欠き２３が設けてある。
【００３９】
　小径部２１ｃは、前記ライトガイド９の円柱部９１と同一径であり、この円柱部９１を
、わずかな空気層を介在させて径方向にガタ無く収容する。なお固定は径方向から挿入し
た止めねじＢにより行っている。テーパ部９２は、小径部２１ｃから後方に突出して中間
径部２１ｂ内に位置する。
【００４０】
　第２筐体要素３は、図３等に示すように、放熱用のフィンＦを複数形成した側周壁３１
と、その側周壁３１の後端面を閉塞する底壁３２とからなるものであり、側周壁３１及び
底壁３２に囲まれた内部空間は、基端側（後側）に設定した小径室３ａと、その前方に軸
線を一致させて連続形成した大径室３ｂとからなる。
【００４１】
　小径室３ａは、その内径が、前記第１筐体要素２の外径とほぼ同一であり、この小径室
３ａに、第１筐体要素２が前方から軸線方向にスライド嵌入されてがたなく保持される。
第１筐体要素２の先端部には鍔部２２が設けてあって、この第１筐体要素２を小径室３ａ
に挿入していくと、所定位置で、鍔部２２が小径室３ａと大径室３ｂと間の段部に接触し
てそれ以上の挿入を抑止し、第１筐体要素２の挿入深さを常に均一に維持する。この第１
筐体要素２は、鍔部２２を前記段部にねじ止めされることで抜脱不能に固定される。
【００４２】
　大径室３ｂは、前記レンズ８の外径とほぼ同一径をなすもので、その先端部（前端部に
）は、当該レンズ８がリングねじ８１によって固定される。
【００４３】
　一方、この第２筐体要素３の底壁３２には、前記小径室３ａに連通するケーブル連通孔
３２ａが設けてあり、この連通孔３２ａの後端面を閉塞するように、ＬＥＤ５への電力供
給用のコネクタＣＮが取り付けられる。そして、コネクタＣＮの裏面から延びる配線ケー
ブルＣＡを、ＬＥＤ５を搭載する配線基板６に接続できるようにしている。
【００４４】
　さらにこの第２筐体要素３の底壁３２中央からは、小径室３ａに向かって軸線方向に円
柱状の突出部材１０を一体に突出させている。
【００４５】
　この突出部材１０は、第１筐体要素２を小径室３ａに所定位置までスライド嵌入するこ
とによって、その先端面が、前記絶縁スペーサＳを介してＬＥＤ５の裏面に密着してこれ
を押圧し、ＯリングＯをある程度弾性変形させる長さに設定してある。このことによりＬ
ＥＤ５と光学ユニット４とがしっかり嵌合し、軸心を合致させた状態で、狭圧固定される
。
【００４６】
　次に、かかる光照射装置１の組み立て方法について説明する。
【００４７】
　まず、第１筐体要素２に、ＬＥＤ５や光学系部品等を組み込む。すなわち、図４に示す
ように、第１筐体要素２の後端開口Ｄから、ライトガイド９、ＯリングＯ、光学ユニット
４、基板６に搭載したＬＥＤ５、スペーサＳ、支持部材７の順で、大径部２１ａに挿入す
る。なお、このとき基板６には配線ケーブルＣＡ（同図では省略）を予め接続しておき、
その配線ケーブルＣＡの先端は、前記切り欠き２３を通して外に出しておく。また、ライ
トガイド９は、止めねじBにより固定しておく。
【００４８】
　そしてスナップリングＲを大径部２１ａの基端に嵌め込み、挿入した各部材が抜け落ち
ないように仮保持させる。
【００４９】
　この状態で、第１筐体要素２に収容されているライドガイド９を除く前記各部材は、軸



(8) JP 4731494 B2 2011.7.27

10

20

30

40

50

線方向には若干動く余地を残してはいるものの、径方向には各々の軸線を第１筐体要素２
の軸線に合致させた状態で移動不能である。
【００５０】
　すなわち光学ユニット４は、第１筐体要素２に径方向にがたなく嵌合しており、ＬＥＤ
５も、光学ユニット４の凹部４２に嵌り込んでいることから、径方向にはほとんど移動で
きない。また、支持部材７が、第１筐体要素２に径方向にがたなく嵌合していることから
、その凹陥部７ａに嵌め込まれているスペーサ７も径方向には移動できない。
【００５１】
　次に、このようにして、各部材が組み込まれた第１筐体要素２を、第２筐体要素３の小
径室３ａに、前方からスライド嵌合させる。そして第１筐体要素２の鍔部２２が、第２筐
体要素３の段部に接触する所定位置となるように、ねじ止めする。
【００５２】
　その過程で、前記突出部材１０が、第１筐体要素２の後端開口Ｄから内部に進入し、支
持部材７の中心孔を通って、スペーサＳに密接し、これを介してＬＥＤ５の裏面を押圧す
る。
【００５３】
　このことにより、ＬＥＤ５は光学ユニット４にガタなく嵌合し、これを押圧すると共に
、光学ユニット鍔部４６の前面と、小径部２１ｃ及び中間径部２１ｂ間の段部後向き面と
の間でＯリングＯが挟み込まれ、所定量軸線方向に変形する。そして、このＯリングＯの
弾性反発力と突出部材１０からの押圧力とで光学ユニット４及びＬＥＤ５は前後から狭圧
され、その狭圧過程での嵌合により、それらが第１筐体要素２と軸線を一致させて固定さ
れる。
【００５４】
　一方、コネクタＣＮは、底壁２２から外してあって、前述したように筐体要素２、３同
士を結合させ、内部のＬＥＤ５等を固定した後、前記ケーブル連通孔３２ａから外側に延
ばしたケーブルＣＡに、外したコネクタＣＮを接続する。そして、余剰ケーブルをケーシ
ングＣＳ内部に挿入しつつ、このコネクタＣＮを底壁２２に取り付ける。
【００５５】
　そして最後に第２筐体要素３の前端部に、フレネルレンズ８をリングねじ８１で固定す
る。
【００５６】
　したがって、このようなものであれば、第１筐体要素２に、光学ユニット４を挿入した
後に、小さな部品で位置精度の必要なＬＥＤ５及びスペーサＳを入れることになるため、
組み立てやすく、またＬＥＤ５に対してスペーサＳが正しく設置されているかどうかを、
筐体要素２、３同士の結合直前まで確認しながら作業することができる。また、ＬＥＤ５
及びスペーサＳは、軸線方向には若干動けるものの、径方向の位置は確定しており、筐体
要素２、３同士の結合時にＬＥＤ５とスペーサＳとが不測にずれることもない。
【００５７】
　このように、組み立て作業において、容易かつ確実にＬＥＤ５の裏面にスペーサＳをず
れることなく位置づけられ、当該ＬＥＤ５を突出部材１０を介してケーシングＣＳに熱接
続することができる。
【００５８】
　また脱落防止部材であるスナップリングＲがあるために、第１筐体要素２と第２筐体要
素３との結合時などにおける部品の不測の脱落がなく、この点でも組み立てを容易化でき
る。
【００５９】
　さらに、鍔部２２により、第２筐体要素３と第１筐体要素２との位置関係が、組み立て
者によらず、常に一定になるため、装置１ごとにＯリングＯの変形度合いに違いのない、
安定した品質の光照射装置１を提供できる。
【００６０】
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　また、第１筐体要素２と第２筐体要素３とを螺合結合ではなく、スライド結合させてい
るため、ケーブルＣＡのねじれ等を考慮せずともよく、配線関連作業の容易化をも図れる
。
【００６１】
　さらに、光学ユニット４の大きさ、基板６に搭載したＬＥＤ５の大きさ（特に、樹脂モ
ールド部５４の高さ）および各部の加工精度などは誤差範囲内ではあるが、実際の製造過
程に影響を及ぼす場合がある。ＬＥＤ５や光学ユニット４などを積み上げるようにした本
発明の光照射装置１では、各部材の累積誤差が生じにくく（大きくなりにくく）、各光照
射装置間相互で押圧力が相違するおそれがない。そのため、各光照射装置１間での押圧力
のバラつきがなく、品質の安定した光照射装置１を提供することができる。
【００６２】
　なお、本発明は前記実施形態に限られるものではない。ケーシングの形状や、ＬＥＤ、
光学ユニットの形状、機能等はその他に種々変形が可能であり、ライトガイドやフレネル
レンズ等の光学系に関しても、前記実施形態に限られないのは言うまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００６３】
　以上のように、本発明に係る光照射装置は、第１筐体要素及び第２筐体要素を結合する
際に同時に、内部に収容したＬＥＤ及び光学系の位置決めもしてしまう構造の光照射装置
において、組み立て作業のさらなる容易化と、品質の安定化を図るのに好適に用いられる
。
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